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防災気象情報「キキクル」について

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により
非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報です。
この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル4相当以上の状況で気象庁から発表されます。
顕著な大雨に関する情報が発表されていなくとも、
広範囲で激しい雨が長時間継続するような場合には、甚大な災害が発生する場合があります。
顕著な大雨に関する情報を待つことなく、
災害発生の危険度の高まりを示すキキクル（危険度分布）を活用いただくことが極めて重要です。

どこで土砂災害や浸水害、洪水災害の危険度が高まっているかを知ることができる、
命を守るための情報です。

（ページ内の図表は内閣府・気象庁ホームページより抜粋、編集）

※使用している携帯電話・アプリケーションによっては二次元コードの読み取りができない場合があります。
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土砂キキクル 大雨警報（土砂災害）の危険度分布 浸水キキクル 大雨警報（浸水害）の危険度分布 洪水キキクル 洪水警報の危険度分布

大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、
市町村長の避難指示の発令判断や住民の自主避難の判断を支援するよう、
対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で発表しています。
危険な場所からの避難が必要な警戒レベル４に相当します。
土砂災害警戒情報が発表された市町村内で
危険度が高まっている詳細な領域は土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確認できます。
土砂災害によって命が脅かされる危険性が認められる土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、
遅くとも該当領域に「危険」（紫色）が出現した時点で速やかに避難を開始することが大変重要です。
周囲の状況や雨の降り方にも留意し、危険を感じたら躊躇することなく自主避難を行いましょう。

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を、観測（地上の雨量計による観測）したり、
解析（気象レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分析：解析雨量）したりしたときに発表します。
この情報は、現在の降雨がその地域にとって土砂災害や浸水害、中小河川の洪水災害の発生につながるような、
稀にしか観測しない雨量であることをお知らせするために、雨量基準を満たし、かつ、大雨警報発表中に、
キキクル（危険度分布）の「危険」（紫）が出現している場合に気象庁から発表されます。
この情報が発表されたときは、お住まいの地域で、
土砂災害や浸水害、中小河川の洪水災害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。
実際にどこで災害発生の危険度が高まっているかをキキクル（危険度分布）で確認できます。

差替画像③差替画像②
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豪雨になる前に！
●お住まいの地域に土砂災害警戒情報（警戒レベル４相当）が発表されたら、自治体からの避難指示（警戒レベル４）の発令に留
意し、土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）などを参考にし、地域内の方々に声をかけあい近くの避難場所など、
安全な場所に避難しましょう。 特に、お年寄りや体の不自由な人など避難に時間がかかる人や、夜中に大雨が想定される場合
は、高齢者等避難（警戒レベル３）が発令されたタイミング等で早めに避難することがより安全です。

●土砂災害の多くは木造の１階で被災しています。浸水などで避難場所への避難が困難なときは、近くの頑丈な建物の２階以上
や、家の中でより安全な場所（がけから離れた部屋や２階など）に移動しましょう。

●普段から避難訓練に参加し避難に慣れていれば避難行動を起こしやすくなります。町（行政区を含む）が行う防災訓練等の避
難訓練に参加しましょう。

土砂ハザード情報について

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。
　山形県砂防情報システムでも確認出来ます。

土砂災害は、大きく分けてがけ崩れ（急傾斜地の崩壊）、土石流、地滑りの３種類に分類される。

出典：首相官邸ホームページを加工して作成

出典：国土交通省ウェブサイトを加工して作成

出典：国土交通省ウェブサイトを加工して作成

土砂災害防止法に基づき、都道府県は調査を実施し、土砂災害のおそれのある区域を以下の通り指定しています。

建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身体に著しい危害が
生じるおそれがある区域

土砂災害　特別警戒区域
(レッドゾーン)

土砂災害　警戒区域
(イエローゾーン) 住民等の生命又は身体に危害が生じるおそれがある区域

斜面の土塊が地下水などの影響に
より、すべり面に沿ってゆっくりと
斜面下方へ移動する現象です。一
般的に広範囲に及び移動土塊量が
大きいため甚大な被害を及ぼす可
能性が高い災害です。

山腹や渓床を構成する土砂石礫の
一部が雨などによって水と一体とな
り、一気に下流へ押し流される現象
です。流速 20～ 40km/h で一瞬
のうちに人家などを壊滅させてしま
います。

雨などの影響によって、土の抵抗力
が弱まり、急激に斜面が崩れ落ちる
現象です。ひとたび人家を襲うと逃
げ遅れる人も多く、死者の割合も高
い災害です。

（例）


